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研究成果の概要（和文）：　本研究は指紋法をはじめとする、生体に基づく個人識別技術を身体史の観点から考
察しようとしたものである。4年間の共同研究の中で、途中新型コロナウイルス感染症のパンデミックにより研
究活動を停滞を余儀なくされたことがあったものの、以下の成果を上げることができた。
　（１）研究期間内に研究代表者および共同研究者が発表した学術論文は計38篇、研究発表は計30本、図書は計
14冊である。
　（２）上記のほかに、令和6（2024）年度に本研究の成果として『生体管理の近代史：個人識別技術と身体の
情報化』（明石書店）を刊行予定である。

研究成果の概要（英文）：　This study was conducted to examine biometric identification technologies,
 such as fingerprinting, from the perspective of "history of the body". During the four years of the
 study, we were forced sometimes to halt our research activities due to a pandemic of COVID-19, but 
were able to achieve the following results.
　(1) During the research period, the principal investigator and collaborators published a total of 
41 papers, 31 presentations, and 14 books.
　(2) In addition to the above, "Biometrics in History: Personal Identification Technologies and 
Informatization of the Body" (Akashi Shoten) is scheduled to be published in 2024 as a result of our
 study.

研究分野：西洋近現代史

キーワード： History of the Body

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　本共同研究の学術的意義と社会的意義はそれぞれ以下の通りである。
　（１）学術的意義：従来の個人識別技術の歴史研究は、警察史・犯罪史研究の領域にとどまってきた。だが本
研究は、この技術の基礎にある可読的身体に着目し、その歴史的由来と展開を考察することで、さらに広い射程
を得た。
　（２）社会的意義：現代社会においては、バイオメトリクスの技術が日常生活の隅々にまで浸透している。そ
れゆえ当該技術を歴史的視座から眺めることで、私たちの社会の歴史的特質を解明できる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
 【犯罪問題】21 世紀に入って以降、個人識別技術に関する歴史研究が進展しつつある。その
嚆矢となったのが、Caplan/Torpey (eds.) [2001]と Cole [2002]である。前者は近世から現代までの
ヨーロッパ統治権力が実践してきた市民管理の諸相を考察した論集であり、19 世紀の人体測定
法や指紋法等も警察権力による犯罪者管理のツールとして論じている。後者は指紋法を軸とし
つつ、写真鑑定から人体測定、DNA 鑑定まで、犯罪捜査における個人識別技術の発達過程を跡
づけたもので、犯罪史・警察史研究の一環として位置づけられる。 
 渡辺[2003]は人類学の観点から、生体に基づく個人識別技術、特に 1880 年代に開発された人
体測定法の特異性を骨相学や頭蓋学にまで遡って考察しているが、ここでも当該技術はその開
発動機から、もっぱら犯罪者の同一性を確定するツールと位置づけられている。また Courtine et 
al. [2006=2010]は、19世紀の犯罪人類学における生来性犯罪者説と結びつけながら、指紋法や遺
伝子検査が犯罪を予示する生物学的指標の探索ツールとなった諸事例を挙げている。このよう
に初期の研究はおしなべて、個人識別技術を「犯罪」という、市民社会の周縁領域と結びつけて
論じてきたと言ってよい。 
 【植民地主義】個人識別技術の代表的存在である指紋法は、元来 19世紀後半の英領インドで
開発されたものである。だが、このヨーロッパ市民社会のもう一つの周縁である植民地の問題に
関しては、上記の諸研究はいずれも付随的に言及する程度で、考察の中心に据えることはなかっ
た。植民地主義という主題は、個人識別技術の歴史研究では、ようやく 2010年代以降に中心的
なテーマとして設定されるようになったと言える。 
 たとえば Breckenridge[2014=2017]は、南アフリカを「生体認証国家」と規定し、植民地時代以
来の指紋法を中心とする統治システムを考察している。また高野[2016]は、満鉄の労務管理や満
洲国の国民登録における指紋法導入の試みを追跡することで、近代日本の植民地主義における
統治技法として、生体に基づく個人識別技術を位置づけたものである。 
 
２．研究の目的 
 
 本研究の目的は、今日の生体認証技術に体現されている「可読的身体」（legible body）の諸相
を身体史の観点から考察し、現代世界に遍在する西洋的身体の歴史的位相を解明することを通
じて、歴史研究の新領野を開拓することにあった。 
 近年、生体認証技術が日常生活に浸透したことで、歴史学でも個人識別技術、特に指紋法など
生体に基づく個人識別技術の研究が進展している。それらが当該技術の開発過程や使用の実態
（犯罪者管理や植民地支配等）に目を向けてきたのに対し、本研究はこの技術が依拠する「身体」
の歴史的特異性に着目することで、単なる技術の歴史を越えた新しい視座の確立を目指した。す
なわち、西洋近代において個人識別（生体認証）技術の開発を可能にしたより広い歴史的コンテ
クスト、つまり身体を何らかの情報の集積と捉え、それを可読化しようとした種々の試みに焦点
を当てることで、「可読的身体の歴史」という未踏の領野を切り拓こうとしたのである。 
 
３．研究の方法 
 
 以下では、本研究の「対象」と「方法」を区別して論じる。 
 ■対象：個人識別技術が依拠する特異な身体とは具体的にいかなるものか。本研究はその理念
型を「情報としての身体」ないし「可読的身体」と規定し、以下の内容を持つものとした。 
 【身体のアーカイブ化】西洋近代が開発した人体測定法と指紋法には、情報のⓐ記録とⓑ保管
の仕方に共通の特徴がある。前者は身体の各部位、後者は指先の隆線という違いはあるが、いず
れも規格化された分類方式に従って生体情報を記録する（ⓐ）。また採取した大量の情報を同方
式に沿って分類することで、特定情報の迅速な検索・照合を可能にする（ⓑ）。個人識別技術が
志向する身体とは、このように分類・収納が可能な「情報としての身体」に他ならない。 
 【生命の情報化】人体測定法や指紋法は、元来 19世紀の犯罪問題から開発された技術である。
だがそれらを支えた身体観は犯罪問題の領域に限定されない。たとえば 20世紀の生物学におけ
る認識論的転換にも同一の身体（生命）観が見られる。すなわち DNAの二重らせん構造の発見
（1954年）以降、生命は旧来の力学ないし物理学の言語ではなく、メッセージ・プログラム・コ
ード等々「情報」の言語で語るべきものとなった（Canguilhem [1968=1991]）。その結果、今日の
ゲノム研究が塩基配列をデータとして読み解くように、生命はそれ自体、紙媒体でも印刷・製本
され、棚に収納可能な情報という存在になった。 
 この「情報としての生命」という観念は、19 世紀末の人体測定法や指紋法が依拠していた身
体観の系譜に連なるものである。またそれは可視的（visible）身体という、もう一つの近代的身
体観とは異なる系譜に属すると見るべきである。すなわち個人識別技術の身体は、一望監視施設
（パノプティコン）が志向する身体、独房の中で視線に晒されながら規律化される身体とは別の、



情報として読み解かれる可読的（legible）身体の系譜に属する。 
 ■方法：本研究は、個人識別技術それ自体に現れる可読的身体の様態に加えて、それ以外の諸
相も考察した。その際メンバー各自の専門に従い、①可読的身体の起点、②可読的身体の展開、
③身体の植民地化の三つの研究班による分掌体制の下、以下のように研究を進めた。 
氏名 区分 研究内容（括弧内は担当の研究班） 
村上宏昭 代表 全体統括。20世紀ドイツの衛生博覧会における可読的身体の展示（②） 
磯部裕幸 分担 帝政期ドイツ・アフリカ植民地における感染症罹患原住民の身体管理（③） 
昔農英明 分担 現代ドイツの移民管理と EU指紋データベース「ユーロダック」の活用（②） 
高林陽展 分担 19世紀後半イギリス臨床医学における身体の健康状態の数値化（①） 
津田博司 分担 20世紀オーストラリアの先住民に対する骨相学的身体測定調査（③） 
堀内隆行 分担 20世紀前半南アフリカにおける移民の指紋押捺政策と反指紋運動（③） 
宮本隆史 分担 英領インドの監獄制度における囚人の身体管理と指紋法の導入（③） 
紀 愛子 協力 西ドイツの遺伝学における「遺伝する身体」の変容と断種論の盛衰（②） 
高野麻子 協力 近代日本の指紋論と血液型論にみる可読的身体の個人性と民族性（②） 
 このように本研究は、2名の研究協力者を含めて計 9名で行われた。①可読的身体の起点では、
西洋近代の臨床医学で芽生えた健康の数値化（可読化）の動向を考察した（高林）。②可読的身
体の展開では、指紋採取（昔農・高野）と公衆衛生（村上・紀）の問題を基に、「治安」と「健
康」の管理における可読的身体の様相を考察した。③身体の植民地化では、考察対象として英領
インド（宮本）・南アフリカ（堀内）・独領アフリカ（磯部）・オーストラリア（津田）の四植民
地を設定した。前二者はそれぞれ指紋法が最初に開発された地域と、指紋法が統治の中核となっ
た地域である。後二者はいずれも先住民の医学的管理ないし骨相学的調査が実施された地域で、
個人識別技術以外の西洋的身体（可読的身体）の拡散様態を観察するのに好適である。 
 
４．研究成果 
 
 本共同研究の成果は、2024 年度に明石書店から論集『生体管理の近代史：個人識別技術と身
体の情報化』として刊行予定である。本論集の概要は以下のとおりである。 
 本論集は三部構成で、序章と終章を除いて全 9章からなる。まず第一部の 3章は、可読的身体
の歴史的由来やバイオメトリクス以外で見られるその諸形態を考察する。可読的身体の前提に
あるのは、真理の認識よりも管理の効率性のほうに至上の価値を置く「規格化する視線」である。
この視線は 17 世紀の博物学を淵源とするものだが、19／20 世紀の工業化時代を通じて社会全体
に広がっていった。 
 第 1 章（村上担当）は旅券制度や客観性概念、そして諸種の人体測定（骨格・体重・体温計測）
を手がかりに、この視線の系譜と軌跡とを辿っている。旅券の歴史で見られた身体の諸類型（可
述的身体・可視的身体・可読的身体）は、科学や行政における三種の客観性（共同主義的客観性・
機械的客観性・規格的客観性）に対応している。規格化する視線はこのうち第三の類型に属する
が、それは身体の個別性を問う個人識別技術（個人志向）に限るものではなく、むしろ元来、身
体の正常性を問う人類学・医学・生理学の研究手法（集団志向）に由来するものだった。 
 第 2 章（高林担当）は近代イギリスにおける体温計の販売・消費という観点から、この規格化
する視線が社会に普及していくさまを跡づける。いうまでもなく体温計も計測尺度の規格化を
前提とした技術である。この技術はすでに 19 世紀半ばには開発されていたが、それが特に社会
に広がる契機となったのが、第一次世界大戦末期のスペイン・インフルエンザだった。疫病への
恐怖に駆られて人びとは体温計測に熱中し、さらにまた薬局店の販促戦略や国家による販売規
制が、そうした体温計需要をますます昂進させたのである。 
 もちろん規格化されたのは体内の温度だけではない。第 3章（研究協力者として途中から参加
された北村陽子氏担当）はドイツの事例を中心に、Ｘ線の被ばく許容量の基準値策定をめぐる医
療従事者たちの諸動向を扱っている。19 世紀末にレントゲンがＸ線の発見を報告した直後から、
その有害性は医療関係者の間で認識されてはいた。ところがどの程度の被ばく量が人体にとっ
て許容範囲なのか、その閾値の設定をめぐって各国の思惑が衝突し、国際的な標準化（規格化）
は遅々として進まなかった。それが最終的に達成されるのは、ようやく第二次世界大戦後の 1953
年であった。 
 続く第二部の 3章は、それぞれ犯罪者・遺伝性疾患者・移民（難民）という、近代市民社会で
「反社会的」と見なされた身体に対する管理の諸事例を考察する。 
 第 4 章（梅澤担当）はフランスの文学作品を参照しつつ、犯罪者の識別法が可視性から可読性
に移行した時期を探る。先述のようにベルティヨン方式は、犯罪者の身体情報を数値化した点で、
その管理の仕方を大きく刷新するものであった。だがそれは、可視性に立脚する捜査方法に即座
に取って代わったのではなく、むしろベルティヨン自身の認識ではあくまで従来型の目視によ
る捜査を補完するものでしかなかった。犯罪捜査の重心が目に見えて可読的身体へとシフトす
るには、指紋法の登場を待たなければならなかった。 
 なお先述のように、遺伝情報もまた可読的身体の一類型である。それゆえ第 5章（紀担当）で
は、遺伝学者ハンス・ナハツハイムを事例として、戦後西ドイツの遺伝学と、それに依拠した優
生思想が扱われる。第二次世界大戦後、遺伝学の要職を歴任したナハツハイムは、ナチ期の優生



思想を変わらず信奉していた人物でもあった。すなわち科学的に遺伝性疾患の発症が予想され
る者を断種するばかりか、遺伝登録簿の制度を創設し、「劣等遺伝子」保有者を国家が管理する
ことまで提唱していたのである。 
 現代では移民や難民もまた「危険な他者」として表象され、その移動の管理・規制が行われや
すい存在である。第 6章（昔農担当）は現代ドイツを事例として、ＥＵにおける難民申請者の指
紋データベース（ユーロダック）の運用とその問題性を論じる。2015 年にケルンで起こった大
規模な性的暴行・窃盗事件をめぐる報道は、アラブ系やアフリカ系に対する人種主義的偏見がド
イツで根強く残っていることを明らかならしめた。一見中立的な生体認証技術は、実はそうした
偏見にもとづく移民・難民の社会的排除を助長する機能を持つのである。 
 ところで先述したように、生きた身体に対する管理の視線は西洋世界の内部にのみ向けられ
たわけではなく、植民地の統治実践においても必要不可欠なものだった。そこで第三部では、
各々の植民地世界における生体管理の諸相が考察されることになる。 
 現代インドの生体認証システムは、植民地統治時代とまったく同一とはいえない。第 7章（宮
本担当）では、19 世紀の植民地統治という歴史的文脈から、当時のインドにおける個人識別技
術導入の意義を考察する。それによれば、指紋法や（ほとんど知られることはなかったが）足跡
識別法など当時の個人識別技術は、従順な臣民の身体を管理する目的で使われたわけではない。
むしろこの技術は法的論理（法の支配）というより、犯罪部族と目された集団の武力による平定
という、軍事的論理（平穏化）で活用されたものだった。 
 なお南アフリカは、指紋法がその生まれ故郷インドよりもはるかに積極的に統治の技法とし
て活用された地域であった。だがそれは単に「インドからの道」の延長にあるわけではなく、こ
の地域独自の歴史的背景もあった。第 8章（堀内担当）は南アフリカにおける医療・警察制度の
整備に目配りしつつ、インド・中国系移民を標的とした指紋法の諸実践を論じている。ただ 20
世紀初頭には、指紋採取による生体管理の方法は技術上の制約が大きく、その実用的価値が理解
されずに中止に追い込まれたことも多々あった。 
 続いて第 9章（磯部担当）は熱帯医学という、それ自体西洋植民地主義の産物である分野に焦
点を当て、それがハンセン病（らい病）を「非西洋的」疾患として表象していく過程を論じる。
たしかに古来西洋世界でもらい病は知られていたが、19 世紀後半のらい菌発見を機に、この病
気はそれまでにない新たな様相を呈することになる。すなわち感染症という定義づけと、それに
そぐわない拡散の様態から、アフリカ系住民や中国人の生活様式で感染リスクが高いとされる
要因が次々と列挙され、その是正が叫ばれるようになったのである。 
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